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Advanced multi-scale modeling and experimental tests on fuel degradation in severe accident conditions (2)
(No.2) Development of a numerical simulation method of melt relocation behavior
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	1日本原子力研究開発機構
	1. 緒言　原子力機構では、過酷事故時の炉心溶融挙動に関する現象把握のため多相多成分熱流動解析コードJUPITER [1]を開発している。本報では、水蒸気酸化反応の挙動を解析するため、JUPITERに適した水−Zr反応モデルを構築、導入した結果を報告する。
	2. 酸化反応進展予備解析　導入した水−ジルコニウム反応モデルでは、酸化膜厚さ（酸化量）及び発熱量をアレニウス式に従い評価する。燃料棒に対して同心円状に格子を設定できる非構造格子を用いた商用コードなどの従来手法では、中心方向へ向かって酸化する酸化膜厚さは、単純に酸化した格子を積算するのみで求められる。しかしながら、構造格子を用いるJUPITERでは、酸化膜厚さを格子の積算のみで求めることはできない。そこで、本研究では酸化界面厚さを水蒸気-Zry界面からの距離を表すLeve-set関数で評価すること...

